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教員の意識化 管理職がビジョンを示す

・学校経営案に示す
・自己申告に位置付け
・児童は毎月チェック

学び方スタンダード



計画的な情報モラル教員の意識化



教員の意識化
生活科「秋を見つけよう」

・写真を撮るときの注意
・アップするときの注意

教科等の内容と関連付けた授業の実施
家庭への協力を依頼し

一緒に授業を作る

目的に応じた
情報モラル



児童の意識化

朝の挨拶運動

日直は挨拶当番

履き物をそろえる

日頃からの
モラル・マナーの浸透

基盤となる
日常モラルの育成



カードを用いて、自分と他者との受け取り方の違いを
相互に確認し合い認識

並び替え

順番の違い

児童の意識化 計画的な情報モラル

絶対にイヤ



児童の意識化

積極的な活用と
振り返りの実施

・写真を撮るときの注意
・アップするときの注意
・インタビューをするときの注意

学校探検
インタビュー

目的に応じた
情報モラル

適切に使う力の育成



意見の共有

考え方の深化

児童の意識化 適切に使う力の育成



児童の意識化

よりよい授業の工夫

有効な活用の仕方を
身に付ける

情報化社会で生きていく力

理科の実験・結果・考察・まとめ

適切に使う力の育成



児童会が作成した
タブレットの使い方の啓発動画

子供たちから子供たちへ

児童の意識化 児童の主体性の育成



自律に向けた
力を高める

こういった学校での取組を
たよりやホームページ等で保護者に向けて

積極的に発信をしていく

上級生が先生役になり
下級生に指導



子供たちのために一緒に考えるきっかけを提供していく

＜保護者＞
情報モラルについて一緒に考える機会

＜教師＞
授業作りを通した情報モラルの理解

学校公開で
情報モラルの
授業を実施

保護者を巻き込む



保護者参加型の
アクティビティ

保護者が「GIGAワークブック」
のカードの活用体験

外部講師から、保護者に直接メッセージを伝達

保護者を巻き込む

外部講師による講演会



保護者を巻き込む

電子ドリルの課題を見てもらう

児童のタブレットを開いてもらう

親子で一緒に考えてもらう
（静岡大学 塩田研究室のページ）

親子で取り組む



保護者を巻き込む

〇生活習慣改善週間
〇保護者会
家庭ルール作りの依頼

〇学校公開
授業の参観・講演会の実施

〇学校だより
〇長期休業中のルールチェック
〇個人面談
家庭ルールの見直し
状況把握、悩み相談

目標設定と振り返り



保護者を巻き込む 目標設定と振り返り

自分が行った「守る宣言」をもとに振り返り

自己チェック



時代に即した授業の工夫

情報の信頼性をテーマとした授業

事 実 ⇔ 間違い
悪意がある⇔無い

見分ける力を身に付ける

実際に発信された情報を確認

疑わしいところはないか

どう関わっていけば良いか

ファクトチェック



ＡＩを取り上げた授業

文はうまいけれど・・・
〇〇先生のことではない

ＡＩの特性について理解

どう関わっていけば良いか



確認と修正

○未然防止の取組を最大限
○失敗はすぐに修正
・子供同士のトラブルは
早期発見・早期解決

○定期的な振り返り
○よりよい取組を全員で考案

あいさつの花の取組
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